
大麻の栽植密度試験

町田博，上原淑助，倉嶋留次郎

目的大脚蜻囎及び灘の韻噸接㈱するeと倣き峨植般鰭地に鮒
　　　　　る基準を得るため。　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　雛期も当然⑰重大な鍮であるが・eれについては前年の識で齢をagft、Z，，r，

　　　　本年度は密度についての試験を継続した。

試験地　学部内契験農場と学外東部町湘区の大室農場の2ケ所

試験区脚鉱撚よ欺の躯轍け・両識地とも・区・坪の2鵬とした、
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晶　　種　長野在来

播種日　学内農場4月27臼，大室農場4月2V臼，　　　　、

発芽企上胡蟷赴胡繭澗引は・月鞠と・駐解・酪い，2回目に所定
　　　　　の株間とした。

収穫学内農場8月5日，大室農場8月ユ3日，

調査蹄形㈱働も畷時に郷轍し姓茎縢旙して知轍とし，その難
　　　　を后臼煮熱法により製繊して収最をみた。

成　　績　　　’　　　　　　　　生　育　形　態　（30個体平均）
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　　　　備　考　tu　．各区30欄体の平均値である。

　　　　　　　　㈲．幹の太さは根際刈取部よb30㎝上部測定値である。

　上表によb，生育形態を先づ，学内饅場と大麻の栽暗適地である高冷地大蜜農場で比較してみ

ると，

　大室農場では大麻の生育に嬉適な立地条件を備えているだけあって，草丈は学内農場よb劣

るが分枝が齢そく少ltぐ，茎長は長く，幹も細ぐ，即ち繊細な生育を示し，麻栽培の理想的tt形

態のものができた⇔　　　　　　　　　　　　　・

　次に各鷹間の差異をみると，両試験地とも革丈に夢いては僅かな差しかみられないが，第ユ分

枝までの姦長即ち有効華長は・A・B・o・Dの順に短かぐなb・栽儲度の高い程優れている・

幹の太さ，生茎重はA，B，　C，　Dの順にその燈を増」粗大となr）ている。

次に収量をみるために，調査30偲体の総量で示すと下表のようで，皮麻重は各区とも学内

maでは趨醐・魏鵬多いが課織鈴は反対に繍である．　eの飾勲麟にして

反当収量を計算してみると，両試験地の収量差は大きく厳る。

　　　　　　　　　　　　収量（呂0個体総量）

試　験　地　乾叢重　　　剥皮麻重　　採織歩合　　皮麻重指数反当推定収量
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誌反当綻囎のgueは脳個鰍を・区・ユ・・B区・…C区1°°・D区

　　80として求めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　更略区間を比較してみると揃言曲鰍況と平行しで識儲度の高いSW

　　皮麻重は少なく，密慶の粗いD区の如きは密度の最も高いA区よb6割近い増加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　がみられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　しかし一一it面積の個体数はもちろんA，　B・C・Dの順に少なくなるので，反

　　当収量を推竃してみると，密度の高いA区が最も多く，傾次B，O，　Dと少なく

　　なっている。採繊歩合は各区間には大差はないが，密度の高い方が歩合が高も

　　密慶の粗い方が低hことがうかがえる。

　　　な論晶質については手騒りによる程慶では密慶の高いA区のものが最も柔軟で

　　色択もよく，B，　C，　D区と順に劣っていた。

　　　前年の試験維果と一一一ikした結果℃従来大麻栽培はB区の密度が普通とされて

　　いたが，eの結果からA区の密度で栽培する方が，収量・晶質の両点からみて得

　　策であると考えられる。
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